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【特集】　救命救急センターが完成

《表紙》
　10月 12日、宮川保育園
の園児がイモ掘りをしまし
た。手で少しずつ土を掘っ
ていくと中から大きなサツ
マイモが…。園児らは、収
穫したばかりのサツマイモ
を手に大喜びでした。
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【
概
要
】

　

二
階
建
て
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と

九
階
建
て
病
院
本
館
部
分
が
完
成
し
ま

し
た
。
本
館
の
三
階
か
ら
八
階
部
分
が
病

棟
と
な
り
、
病
床
数
は
四
百
十
八
床
か
ら

四
百
五
十
床
に
増
え
ま
し
た
。

【
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
設
置
】

　

県
下
で
は
県
立
病
院
に
次
い
で
二
番
目

と
な
る
「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」
を
こ
の

ほ
ど
新
設
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
厚
生
労
働
省
の
認
可
施

設
で
、嶺
南
地
方
全
域
を
受
け
持
ち
ま
す
。

　

今
ま
で
も
、
同
病
院
は
二
十
四
時
間
、

三
百
六
十
五
日
、
救
急
の
患
者
を
診
察
し

て
き
ま
し
た
が
、
施
設
面
で
も
設
備
面
で

も
そ
の
内
容
が
よ
り
高
度
に
な
り
ま
し

た
。

　

重
症
の
患
者
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た

•

Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）

•

Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
心
臓
の
冠
動
脈
疾
患
を
ケ
ア

　
す
る
セ
ン
タ
ー
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
高
度
な
ケ
ア
を
二
十
四
時

間
提
供
で
き
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

【
高
度
医
療
機
器
の
設
置
】

•

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ー
Ｃ
Ｔ（
陽
電
子
断
層
撮
影
装
置
）

　

新
た
に
設
置
さ
れ
た
最
新
の
機
器
で

す
。
が
ん
の
早
期
発
見
、
治
療
経
過
の
観

察
に
た
い
へ
ん
優
れ
て
い
て
、
脳
や
心
臓

の
病
気
の
検
査
に
も
有
用
で
す
。
ポ
ジ
ト

ロ
ン
断
層
法
と
Ｃ
Ｔ
の
機
械
が
組
み
合
わ

さ
っ
た
も
の
で
、
最
先
端
の
が
ん
対
策
の

機
器
で
す
。

•

Ｉ
Ｖ
Ｒ
ア
ン
ギ
オ
Ｃ
Ｔ
（
血
管
造
影
装

　
置
）

　

今
ま
で
使
用

し
て
い
た
血
管

造
影
装
置
に
Ｃ

Ｔ
装
置
を
組
み

合
わ
せ
た
装
置

で
す
。
Ｃ
Ｔ
装

置
と
同
じ
検
査

台
を
使
用
す
る

た
め
、
診
断
治
療
が
早
く
正
確
に
行
え
ま

す
。

•

全
身
用
Ｃ
Ｔ
装
置

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
機
器
が
最
新
の

機
器
に
な
り
ま
し
た
。
最
も
高
度
な
機
器

で
、
一
回
の
撮
影
で
六
十
四
枚
撮
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
今
ま
で
は
四
枚
）。

•

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置
）

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
機
器
が
最
新
の

機
器
に
な
り
ま
し
た
。
三
十
〜
六
十
分
か

か
っ
て
い
た
検
査
時
間
が
、
検
査
に
よ
っ

て
は
十
分
程
度
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

公
立
小
浜
病
院
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

　
平
成
十
七
年
十
月
に
始
ま
っ
た
「
高
度
医
療
施
設

整
備
事
業
第
二
期
工
事
」。
八
月
三
十
一
日
に
す
べ

て
の
工
事
が
完
了
し
、
十
月
十
日
、「
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
嶺
南

PET-CTIVR アンギオ CT

ICU（CCU）集中治療室（５床）

　※個室が別に２床あります

地
域
で
初
め
て
の
導
入
と
な
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ–

Ｃ
Ｔ
な
ど

の
「
高
度
医
療
機
器
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、「
杉

田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
」
と
名
称
を
変
更
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
・「
杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
」
に
改
称

本  館

●おわびと訂正　　10 月号２ページの「平成 18 年度決算報告」の記事に
　誤りがありました。おわびして訂正します。地方譲与税の説明…国税
　の一部が一定の基準により贈与されました　（誤）贈与 →（正）譲与
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杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
長

　

小
西 

淳
二 

先
生
（
四
谷
町
・
67
歳
）

「杉田玄白記念公立小浜病院」
に名称を変更しました

　

十
月
一
日
か
ら
、
小
浜
病
院
の
名
称
を

「
杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
」
に
変

更
し
ま
し
た
。

＊

　

杉
田
玄
白
は
、小
浜
藩
の
藩
医
で
あ
り
、

「
解
体
新
書
」
の
発
刊
に
よ
り
日
本
の
偉

人
と
し
て
、
単
に
医
学
だ
け
に
は
と
ど
ま

ら
ず
、
科
学
全
般
の
偉
大
な
人
物
と
し
て

多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
医
者
な
ら
知
ら
な
い
人
は
い

な
い
杉
田
玄
白
の
名
前
を
冠
す
る
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
責
任
重
大
で
す
が
、
誇
り

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
が
誇

り
を
持
っ
て
病
院
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
発
展
と
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
杉
田
玄
白
の
小
浜
病
院
」
と

病
院
の
存
在
も
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
小
西
病
院
長
は

話
し
ま
す
。

＊

　

小
浜
病
院
で
は
、
杉
田
玄
白
の
業
績
を

し
の
ん
で
、本
館
一
階
に「
杉
田
玄
白
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
解
体
新
書
、

杉
田
玄
白
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、
当
時

の
小
浜
城
下
鳥
瞰
図
な
ど
を
常
時
展
示
し

て
い
ま
す
。

【
療
養
環
境
の
整
備
】

　

病
棟
で
は
六
床
室
が
な
く
な
り
、
個
室

と
四
床
室
の
二
種
類
に
な
り
ま
し
た
。
以

前
よ
り
も
広
い
部
屋
に
な
り
、
ト
イ
レ
や

洗
面
所
が
付
く
な
ど
、
患
者
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
も
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
階
に
一
室
ず
つ
特
別
室
（
有

料
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
健
診
部
を
設
置
】

　

県
の
健
康
診
断
施
設
「
若
狭
健
康
診
断

室
」
を
譲
り
受
け
、
二
階
に
健
診
部
を
設

置
し
ま
し
た
。
一
日
ド
ッ
ク
が
中
心
で
す

が
、
二
日
ド
ッ
ク
の
た
め
に
六
床
設
置
し

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
式
の
部
屋
で
快
適
に

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見

が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
や
生
活
習
慣
病
な
ど
の
対
策
に

力
を
入
れ
、
健
康
管
理
の
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
も
し
異
常
が
あ

れ
ば
小
浜
病
院
で
そ
の
ま
ま
治
療
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

①
人
工
透
析
設
備
の
充
実

　
需
要
増
に
応
え
る
た
め
、
血
液
浄
化
部

を
設
置
。
人
工
透
析
の
ベ
ッ
ド
を
二
十
床

か
ら
四
十
二
床
（
う
ち
個
室
二
床
）
に
増

や
し
ま
し
た
。

個  室

②
災
害
時
対
策
の
強
化

　

免
震
構
造
の
建
物
な
の
で
、
地
震
時
で

も
安
全
で
す
。
地
域
の
防
災
と
い
う
面
で

も
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

③
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　

今
ま
で
は
外
来
の
み
対
応
し
て
い
ま
し

た
が
、病
棟
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
進
め
、

各
詰
め
所
で
い
ろ
い
ろ
な
検
査
の
オ
ー

ダ
ー
を
し
た
り
、
結
果
の
レ
ポ
ー
ト
を
受

け
取
っ
た
り
で
き
る
の
で
効
率
が
よ
く
な

り
ま
す
。

　今回の目玉は、「救命救急センター」の設
置ですね。本来、厚生労働省から認可を受け
る救命救急センターは百万人にひとつの規模
で、福井県では県立病院だけになります。し
かし、地域が広く離れているため、県で二番
目の新型として認可を受けました。新型とは
人口 30 万人程度を対象とするもので、どん
な症状でも診ることができるフルサイズの救
命救急センターではありませんが、救急科医
をはじめとするスタッフが待機しています。
　また、高度医療施設整備事業第二期工事の
完成により、嶺南の方が遠方の病院に行か
なくても高度な治療ができるようになりまし
た。診断面では、検査機器が最新のものにな
り、ＩＴ化も進んだことにより、短時間で検
査データやよい画像を得ることができるよう
になりました。
　これにより、いざというとき安心して高度
な医療を受けることができるようになり、入
院時の療養環境も改善されました。
　健診部も新しくなりましたので、ご活用い
ただければと思います。

健診部（６床） 血液浄化部（人工透析）

■
問
い
合
わ
せ

　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院

　

総
務
課　

☎
52
・
０
９
９
０

解体新書


